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症症炎炎
特集特集

病いあるところに炎症あり病いあるところに炎症あり
外傷からがんまで、外傷からがんまで、あらゆる疾患で炎症はおこりますが、あらゆる疾患で炎症はおこりますが、生体の防衛反応生体の防衛反応

なので当たり前といえば当たり前です。なので当たり前といえば当たり前です。通常は身体のどこでも過剰な刺激通常は身体のどこでも過剰な刺激

や病的な刺激が加われば刺激の原因を封じこめるために炎症反応がおきまや病的な刺激が加われば刺激の原因を封じこめるために炎症反応がおきま

す。す。たとえば組織損傷があったり、たとえば組織損傷があったり、ウイルスが侵入したりすると、ウイルスが侵入したりすると、血管が血管が

拡張し、拡張し、血管透過性が亢進し、血管透過性が亢進し、免疫細胞の自由な移動がおこり、免疫細胞の自由な移動がおこり、血漿など血漿など

の防御因子が集合していきます。の防御因子が集合していきます。それにより損傷部位の修復力を高めたり、それにより損傷部位の修復力を高めたり、

外敵と闘うのです。外敵と闘うのです。また、また、血液凝固により血管内を閉塞させ、血液凝固により血管内を閉塞させ、局所の酸素局所の酸素

濃度を低下させ病原体の増殖の抑制と拡散の防止がおこなわれます。濃度を低下させ病原体の増殖の抑制と拡散の防止がおこなわれます。このこの

ような炎症ではその四主徴である発赤、ような炎症ではその四主徴である発赤、熱感、熱感、疼痛、疼痛、腫脹に加えて機能障腫脹に加えて機能障

害が起こります。害が起こります。しかし、しかし、本来は正常な反応である炎症ですが生体の恒常本来は正常な反応である炎症ですが生体の恒常

性のバランスが乱れるとその機能が過剰になり、性のバランスが乱れるとその機能が過剰になり、組織を必要以上に損傷さ組織を必要以上に損傷さ

せもします。せもします。現代病のなかには炎症反応が暴走するアレルギー疾患や自己現代病のなかには炎症反応が暴走するアレルギー疾患や自己

免疫疾患やストレス性炎症などが非常に増えています。免疫疾患やストレス性炎症などが非常に増えています。それだけ、それだけ、炎症反炎症反

応は複雑な様相を示しているのです。応は複雑な様相を示しているのです。そこで疼痛や過剰な組織損傷や機能そこで疼痛や過剰な組織損傷や機能

障害を軽減するために多くの抗炎症薬が開発されてきました。障害を軽減するために多くの抗炎症薬が開発されてきました。ただ、ただ、このこの

抗炎症薬の安易な使用が蔓延して、抗炎症薬の安易な使用が蔓延して、正常な炎症反応を押さえこんでしまい、正常な炎症反応を押さえこんでしまい、

生体内の免疫力や治癒力を損なう弊害もでてきています。生体内の免疫力や治癒力を損なう弊害もでてきています。今回は両刃の剣今回は両刃の剣

でもある炎症をさまざまな角度からウォッチング。でもある炎症をさまざまな角度からウォッチング。
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生理活性物質であるサイトカイ生理活性物質であるサイトカイ

ンは、ンは、細胞から体液に分泌され細胞から体液に分泌され

る情報伝達のたんぱく質で、る情報伝達のたんぱく質で、ホホ

ルモンと似たようなものです。ルモンと似たようなものです。

免疫に関した働きをしますが、免疫に関した働きをしますが、

細胞を増殖させる働きをする細胞を増殖させる働きをする

「○○増殖因子」「○○増殖因子」や、や、細胞を殺す細胞を殺す

働きをする腫瘍壊死因子なども働きをする腫瘍壊死因子なども

サイトカインに入ります。サイトカインに入ります。さまさま

ざまな作用を持つサイトカインざまな作用を持つサイトカイン

ですが、ですが、炎症の面からは炎症性炎症の面からは炎症性

サイトカインと抗炎症性サイトサイトカインと抗炎症性サイト

カインがあります。カインがあります。炎症性サイ炎症性サイ

トカインにはトカインにはＴＮＦＴＮＦ--α、α、ＴＮＦＴＮＦ、、ＩＩ

ＬＬ((インターロイキンインターロイキン)-6)-6、、ＩＬＩＬ-8-8

などがあります。などがあります。一方炎症の症一方炎症の症

サイトカインと痛みサイトカインと痛み

状を抑制するものには状を抑制するものにはＩＬＩＬ-4-4、、ＩＩ

ＬＬ-10-10、、ＩＬＩＬ-11-11、、ＴＧＦＴＧＦなどがありまなどがありま

す。す。みんな活性化マクロファーみんな活性化マクロファー

ジなどが作るのですが、ジなどが作るのですが、健康だ健康だ

と両者のバランスがとれていてと両者のバランスがとれていて

炎症が持続するようなことはあ炎症が持続するようなことはあ

りません。りません。しかしそのバランスしかしそのバランス

が壊れると不要な炎症が起こるが壊れると不要な炎症が起こる

のです。のです。なかでもなかでもIL-6IL-6ややTNF(TNF(腫腫

瘍壊死因子瘍壊死因子))などはリウマチなどなどはリウマチなど

の自己免疫疾患の炎症にかかの自己免疫疾患の炎症にかか

わっていることがわかっていまわっていることがわかっていま

す。す。サイトカインは脳―血管関サイトカインは脳―血管関

門を通過しません。門を通過しません。しかし脳血しかし脳血

管の内皮細胞の受容体と結合す管の内皮細胞の受容体と結合す

ると内皮細胞の中で発痛物質でると内皮細胞の中で発痛物質で

ケガをした時や病原体に感染しケガをした時や病原体に感染し

た時におこる急性炎症は、た時におこる急性炎症は、傷を傷を

負った組織が修復されたり病原負った組織が修復されたり病原

体が退治されれば、体が退治されれば、ただちに炎ただちに炎

症症状が治まります。症症状が治まります。しかし炎しかし炎

症が治まったようにみえても、症が治まったようにみえても、

慢性炎症ではその炎症が知覚で慢性炎症ではその炎症が知覚で

きない程度に低いレベルで長期きない程度に低いレベルで長期

間にわたって続くことがありま間にわたって続くことがありま

す。す。慢性炎症は急性炎症に比べ慢性炎症は急性炎症に比べ

て進行が緩やかに持続して、て進行が緩やかに持続して、良良

くなったり悪くなったりを繰りくなったり悪くなったりを繰り

返しながら、返しながら、健康な神経細胞や健康な神経細胞や

組織や血管に長期にわたって傷組織や血管に長期にわたって傷

をつけ続けます。をつけ続けます。脳の神経細胞脳の神経細胞

を傷つけるとアルツハイマー病、を傷つけるとアルツハイマー病、

血管の慢性炎症が止まらないと血管の慢性炎症が止まらないと

やがては動脈硬化から心臓病をやがては動脈硬化から心臓病を

引き起こします。引き起こします。また遺伝子をまた遺伝子を

傷つけるとがん、傷つけるとがん、インスリンのインスリンの

効きを悪くさせると肥満や糖尿効きを悪くさせると肥満や糖尿

病が引き起こされます。病が引き起こされます。このイこのイ

ンスリン抵抗性は血管内壁にあンスリン抵抗性は血管内壁にあ

る内皮細胞が慢性炎症により機る内皮細胞が慢性炎症により機

能障害を起こすことによると考能障害を起こすことによると考

えられています。えられています。慢性炎症の組慢性炎症の組

織内に現れる細胞や起きる現象織内に現れる細胞や起きる現象

にはある特徴があります。にはある特徴があります。結核結核･･

梅毒梅毒･･癩菌やある種の真菌などの癩菌やある種の真菌などの

病原体による細胞内持続感染で病原体による細胞内持続感染で

は、は、一般に毒性が低いために遅一般に毒性が低いために遅

延型アレルギー反応と呼ばれる延型アレルギー反応と呼ばれる

急性炎症と慢性炎症急性炎症と慢性炎症

あるあるＰＧＰＧ((プロスタグランジンプロスタグランジン))ＥＥ22

を産生して痛みを起こさせます。を産生して痛みを起こさせます。

また末梢の炎症情報は視床下部また末梢の炎症情報は視床下部

に伝えられてに伝えられてＰＧＥＰＧＥ22 などの発痛などの発痛

物質を増加させて痛覚を刺激し物質を増加させて痛覚を刺激し

ます。ます。このように末梢のサイトこのように末梢のサイト

カインは視床下部でのカインは視床下部でのＰＧＥＰＧＥ22 をを

増加させることで痛覚過敏を生増加させることで痛覚過敏を生

じさせるのです。じさせるのです。このように脳このように脳

を介して痛みを生じさせるため、を介して痛みを生じさせるため、

炎症がある側だけでなく、炎症がある側だけでなく、反対反対

側も痛んだりと、側も痛んだりと、全身に痛覚閾全身に痛覚閾

値の低下が生じる可能性があり値の低下が生じる可能性があり

ます。ます。

免疫反応を引き起こし、免疫反応を引き起こし、特殊な特殊な

肉芽腫性炎症を起こします。肉芽腫性炎症を起こします。まま

た関節リウマチなど自己免疫疾た関節リウマチなど自己免疫疾

患では、患では、自己の抗原が組織に対自己の抗原が組織に対

して免疫反応を起こします。して免疫反応を起こします。反反

応を引き起こしている自己抗原応を引き起こしている自己抗原

は、は、常に更新され続けているた常に更新され続けているた

め、め、永続的に免疫反応が起こり永続的に免疫反応が起こり

炎症も持続することになります。炎症も持続することになります。

炎症反応は本来は治癒を助ける炎症反応は本来は治癒を助ける

ためのものです。ためのものです。炎症が短時間炎症が短時間

で病原を取り除く事に成功すれで病原を取り除く事に成功すれ

ば、ば、すぐさま組織は修復されますぐさま組織は修復されま

すが、すが、根絶できない炎症の原因根絶できない炎症の原因

がある限り、がある限り、慢性炎症からは逃慢性炎症からは逃

れられません。れられません。

老化と炎症―インフラメイジング老化と炎症―インフラメイジング

これまで抗老化には抗酸化作用これまで抗老化には抗酸化作用

がポイントだといわれてきましがポイントだといわれてきまし

た。た。そこで抗酸化作用のあるビそこで抗酸化作用のあるビ

タミンＣやＥ、タミンＣやＥ、βカロチン、βカロチン、フラフラ

ボノイドなどが有効だとされてボノイドなどが有効だとされて

きたわけです。きたわけです。しかし、しかし、最近では最近では

酸化は老化と関係が薄いとする酸化は老化と関係が薄いとする

動物実験の報告がされています。動物実験の報告がされています。

また抗酸化作用が動脈硬化や生また抗酸化作用が動脈硬化や生

活習慣病を制御するということ活習慣病を制御するということ

そのものが、そのものが、疫学的にも疑問だ疫学的にも疑問だ

とみられてきているのです。とみられてきているのです。そそ
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皮膚や喉の粘膜などの炎症と皮膚や喉の粘膜などの炎症と

違って、違って、身体の中の炎症は発熱身体の中の炎症は発熱

や痛みの部位によっておよそのや痛みの部位によっておよその

検討をつけます。検討をつけます。ですから疾患ですから疾患

を特定するために血液、を特定するために血液、尿、尿、レンレン

トゲンやＣＴや内視鏡などをおトゲンやＣＴや内視鏡などをお

こないます。こないます。その検査のなかにその検査のなかに

は病気の診断というより、は病気の診断というより、炎症炎症

がどの程度かを調べるものがあがどの程度かを調べるものがあ

ります。ります。その代表的なものが白その代表的なものが白

血球数、血球数、ＣＲＰＣＲＰ（Ｃ反応性蛋白）、（Ｃ反応性蛋白）、赤赤

血球沈降速度血球沈降速度（血沈）（血沈）などです。などです。

炎症には免疫系が作動するので、炎症には免疫系が作動するので、

防衛隊である白血球数は炎症が防衛隊である白血球数は炎症が

悪くなるほど基準値の上限の悪くなるほど基準値の上限の

90009000を超えて増えていきます。を超えて増えていきます。まま

た、た、炎症があると血液のなかの炎症があると血液のなかの

Ｃ多糖体に反応するたんぱく質Ｃ多糖体に反応するたんぱく質

があらわれますが、があらわれますが、これをこれをＣＲＰＣＲＰ

といいいます。といいいます。正常値は正常値は0.3mg/dl0.3mg/dl

以下です。以下です。この数値が高いほどこの数値が高いほど

炎症反応は激しいわけで、炎症反応は激しいわけで、重症重症

度や経過の判断に使います。度や経過の判断に使います。通通

常は常は2424時間以内に急増して、時間以内に急増して、２２

炎症の検査炎症の検査

～３日でしだいに減少していき～３日でしだいに減少していき

ます。ます。目安としては目安としては1mg/dl1mg/dl未満未満

では軽度の炎症とみられますが、では軽度の炎症とみられますが、

数値が高くなるほど重症という数値が高くなるほど重症という

ことになります。ことになります。ウイルス感染ウイルス感染

などの多くは軽度が多いのですなどの多くは軽度が多いのです

が、が、1mg/dl1mg/dl以上になると中等度以以上になると中等度以

上の炎症で、上の炎症で、細菌性の感染、細菌性の感染、慢性慢性

関節リウマチ、関節リウマチ、免疫不全症、免疫不全症、悪性悪性

腫瘍などでは数値が高くなりま腫瘍などでは数値が高くなりま

す。す。血沈の検査は血液中の赤血血沈の検査は血液中の赤血

球の沈み方をみて判断します。球の沈み方をみて判断します。

炎症とプロスタグランジン炎症とプロスタグランジン

炎症をたたく薬には、炎症をたたく薬には、抗菌薬や抗菌薬や

抗アレルギー薬などがあります。抗アレルギー薬などがあります。

それら抗炎症剤にはステロイドそれら抗炎症剤にはステロイド

系と非ステロイド系があります系と非ステロイド系があります

が、が、ここでは非ステロイド系をここでは非ステロイド系を

紹介します。紹介します。炎症を促進する物炎症を促進する物

質は初期の段階ではヒスタミン質は初期の段階ではヒスタミン

やセロトニンが作用するので、やセロトニンが作用するので、

抗ヒスタミンが使われます。抗ヒスタミンが使われます。まま

た現在、た現在、非ステロイド系の主流非ステロイド系の主流

は炎症の全てに関与しているは炎症の全てに関与しているＰＧＰＧ

((プロスタグランジンプロスタグランジン))をコントをコント

ロールする薬です。ロールする薬です。ＰＧＰＧは脂肪酸は脂肪酸

から合成されますが、から合成されますが、３つの脂３つの脂

肪酸肪酸［γリノレン酸、［γリノレン酸、アラキドンアラキドン

酸、酸、ＥＰＡＥＰＡ((エイコサペンタエンエイコサペンタエン

酸酸))］］のグループに分けられ、のグループに分けられ、そそ

れぞれが９種類あり、れぞれが９種類あり、全部で全部で2727種種

類あります。類あります。ＰＧＰＧは非常に多様なは非常に多様な

働きをする生理活性物質です。働きをする生理活性物質です。

特にアラキドン酸から合成され特にアラキドン酸から合成され

るＰＧが炎症反応に深く関与しるＰＧが炎症反応に深く関与し

ています。ています。このアラキドン酸はこのアラキドン酸は

動物性の食品に多量にふくまれ動物性の食品に多量にふくまれ

ていて、ていて、多くの人が過剰摂取し多くの人が過剰摂取し

ています。ています。このＰＧを合成するこのＰＧを合成する

プロセスにシクロオキシゲナープロセスにシクロオキシゲナー

ゼという物質が関与しますが、ゼという物質が関与しますが、

非ステロイド系の薬の多くはそ非ステロイド系の薬の多くはそ

の活性を阻害しての活性を阻害してＰＧＰＧができなくができなく

します。します。ところが、ところが、このシクロオこのシクロオ

キシゲナーゼには２種類あって、キシゲナーゼには２種類あって、

一方は炎症や痛みを増強する働一方は炎症や痛みを増強する働

きがあるのですが、きがあるのですが、もう一つはもう一つは

胃の粘膜や腎機能を保護する働胃の粘膜や腎機能を保護する働

きもあり、きもあり、両方とも阻害してし両方とも阻害してし

まうために抗炎症剤が胃を痛めまうために抗炎症剤が胃を痛め

ることになるのです。ることになるのです。ですから、ですから、

抗炎症剤を服用するときは胃粘抗炎症剤を服用するときは胃粘

膜保護作用のある膜保護作用のあるH2H2ブロッカーブロッカー

などを合わせて服用するのです。などを合わせて服用するのです。

れよりも、れよりも、老化や生活習慣病に老化や生活習慣病に

深く関係しているのは、深く関係しているのは、炎症だ炎症だ

ということがいわれています。ということがいわれています。

実際、実際、動脈硬化や慢性関節炎、動脈硬化や慢性関節炎、アア

ルツハイマー病では炎症が関与ルツハイマー病では炎症が関与

しています。しています。また慢性炎症があまた慢性炎症があ

る場所にはがんができやすいこる場所にはがんができやすいこ

とも確かです。とも確かです。つまり、つまり、炎症が繰炎症が繰

り返されると遺伝子が傷つき、り返されると遺伝子が傷つき、

そのことでがん化するというわそのことでがん化するというわ

けです。けです。抗炎症剤を服用してい抗炎症剤を服用してい

る人は大腸がんになりにくいとる人は大腸がんになりにくいと

いわれますし、いわれますし、アスピリンを飲アスピリンを飲

む人が心筋梗塞などになりにくむ人が心筋梗塞などになりにく

いことも報告されています。いことも報告されています。つつ

まり、まり、抗老化を考えたら抗酸化抗老化を考えたら抗酸化

よりも、よりも、よけいな炎症をいかによけいな炎症をいかに

抑制するか、抑制するか、が必要となるのでが必要となるので

す。す。炎症炎症(inflammation)(inflammation)と老化と老化

(aging)(aging)という言葉からインフラという言葉からインフラ

メイジングメイジング(inflamm-aging)(inflamm-aging)といとい

う言葉も生まれています。う言葉も生まれています。たとたと

えば動脈硬化は、えば動脈硬化は、酸化コレステ酸化コレステ

ロールが血管壁に沈着して免疫ロールが血管壁に沈着して免疫

が働いて炎症が起こることで進が働いて炎症が起こることで進

行します。行します。免疫細胞の表面には免疫細胞の表面には

さまざまな因子がありますが、さまざまな因子がありますが、

加齢によって特に炎症を起こす加齢によって特に炎症を起こす

因子が増えていくのです。因子が増えていくのです。ですです

からこの炎症を起こしやすい因からこの炎症を起こしやすい因

子を減らすことができれば、子を減らすことができれば、老老

化にブレーキがかかると期待さ化にブレーキがかかると期待さ

れるのです。れるのです。ドコサヘキサエンドコサヘキサエン

酸酸((ＤＨＡＤＨＡ))やエイコサペンタエンやエイコサペンタエン

酸酸((ＥＰＡＥＰＡ))、、納豆や発酵食品に含納豆や発酵食品に含

まれるポリアミンは、まれるポリアミンは、その炎症その炎症

を起こす因子を減らすのではなを起こす因子を減らすのではな

いかとみられています。いかとみられています。
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筋膜炎は、筋膜炎は、われわれにとっても重われわれにとっても重

要な疾患です。要な疾患です。肩の痛み、肩の痛み、腰の痛腰の痛

み、み、ひざの痛みなど多くの痛みやひざの痛みなど多くの痛みや

可動域制限にはほぼ筋膜炎が関可動域制限にはほぼ筋膜炎が関

与しているといえます。与しているといえます。とくに、とくに、

無理な動作や激しい運動で筋膜無理な動作や激しい運動で筋膜

の断裂による炎症はよく起こりの断裂による炎症はよく起こり

ます。ます。意識的に炎症をおこして筋意識的に炎症をおこして筋

肉を強化させる方法もあるほど肉を強化させる方法もあるほど

です。です。逆に運動不足や長時間の同逆に運動不足や長時間の同

じ動作や姿勢による局所的な筋じ動作や姿勢による局所的な筋

肉疲労などは筋肉の硬縮がおこ肉疲労などは筋肉の硬縮がおこ

り、り、可動域が小さくなりちょっと可動域が小さくなりちょっと

した動作で筋膜炎が起こります。した動作で筋膜炎が起こります。

ぎっくり腰ぎっくり腰「筋「筋・・筋膜性腰痛」筋膜性腰痛」がが

典型的な疾患です。典型的な疾患です。筋膜は筋肉の筋膜は筋肉の

束を幾重にも包んでいて、束を幾重にも包んでいて、筋肉ほ筋肉ほ

どの伸縮性がないために破けてどの伸縮性がないために破けて

炎症をおこしやすいのです。炎症をおこしやすいのです。まま

た、た、痛覚の神経も筋肉の束の間痛覚の神経も筋肉の束の間

を通って筋膜にも達するので、を通って筋膜にも達するので、

筋膜の炎症は痛みがでやすいと筋膜の炎症は痛みがでやすいと

いえます。いえます。ところで、ところで、まれですがまれですが

筋膜炎のなかには症状が急激に筋膜炎のなかには症状が急激に

悪化するものもあります。悪化するものもあります。たとたと

えば、えば、壊死性筋膜炎がそれです。壊死性筋膜炎がそれです。

最初は皮膚の切り傷や挫傷から最初は皮膚の切り傷や挫傷から

細菌が侵入する感染症から始ま細菌が侵入する感染症から始ま

ります。ります。それが深部にむかってそれが深部にむかって

いき、いき、真皮、真皮、皮下脂肪組織の下の皮下脂肪組織の下の

筋膜にまで広がって、筋膜にまで広がって、筋膜を壊筋膜を壊

死させていくものです。死させていくものです。特にＡ特にＡ

型溶血性連鎖球菌が危険です。型溶血性連鎖球菌が危険です。

一時期メディアでもセンセー一時期メディアでもセンセー

ショナルに取り上げれられた通ショナルに取り上げれられた通

称人食いバクテリアがこの壊死称人食いバクテリアがこの壊死

性筋膜炎なのです。性筋膜炎なのです。全体での死全体での死

亡率は非常に高く約亡率は非常に高く約3030％といわ％といわ

れていて、れていて、特に高齢者や別の病特に高齢者や別の病

気もある人はもっと高くなりま気もある人はもっと高くなりま

す。す。好酸球性筋膜炎では、好酸球性筋膜炎では、腕や脚腕や脚

の皮膚が痛みを伴う炎症を起この皮膚が痛みを伴う炎症を起こ

し、し、しだいに皮膚が硬くなってしだいに皮膚が硬くなって

いきます。いきます。手根管症候群のなか手根管症候群のなか

にはこの好酸球性筋膜炎でおこにはこの好酸球性筋膜炎でおこ

ることがあります。ることがあります。この筋膜炎この筋膜炎

は皮膚がみかんの皮のようにデは皮膚がみかんの皮のようにデ

コボコしてくるのが特徴です。コボコしてくるのが特徴です。

また、また、赤血球数と血小板数が低赤血球数と血小板数が低

下し、下し、貧血や出血しやすくなる貧血や出血しやすくなる

ことがあります。ことがあります。

筋膜炎といっても筋膜炎といっても

スポーツや重労働などをしたわスポーツや重労働などをしたわ

けでもないのに、けでもないのに、膝の痛みがあ膝の痛みがあ

らわれた時、らわれた時、痛みの原因となる痛みの原因となる

疾患にはいくつか考えられます。疾患にはいくつか考えられます。

中高年の膝の痛みの約半数を占中高年の膝の痛みの約半数を占

めるのは変形性膝関節症で、めるのは変形性膝関節症で、長長

い年月をかけてゆっくりと進行い年月をかけてゆっくりと進行

する病気です。する病気です。変形性膝関節症変形性膝関節症

や靭帯損傷、や靭帯損傷、外傷性関節炎と外傷性関節炎と

いった疾患では血液検査での炎いった疾患では血液検査での炎

症反応は現れません。症反応は現れません。それは炎それは炎

症がない訳ではなく、症がない訳ではなく、血液検査血液検査

での炎症反応での炎症反応(CRP(CRP値、値、白血球数、白血球数、

赤血球沈降速度など赤血球沈降速度など))が強く現れが強く現れ

ないということです。ないということです。変形性膝変形性膝

関節症とよく似た膝の痛みは関関節症とよく似た膝の痛みは関

節リウマチや痛風、節リウマチや痛風、化膿性関節化膿性関節

炎などでも起こり、炎などでも起こり、これらの血これらの血

液検査では慢性関節リウマチの液検査では慢性関節リウマチの

ときは、ときは、通常よりも血沈が速通常よりも血沈が速

かったりリウマチ因子と呼ばれかったりリウマチ因子と呼ばれ

る異常たんぱく質が出現し、る異常たんぱく質が出現し、痛痛

風では血液中の尿酸値が高いと風では血液中の尿酸値が高いと

いう変化が現われます。いう変化が現われます。関節包関節包

に水が貯まるのは膝関節の炎症に水が貯まるのは膝関節の炎症

ではよくあり、ではよくあり、通常は通常は3ml3ml程度の程度の

関節液が炎症時関節液が炎症時2020 ～～50ml50ml も溜も溜

まったりします。まったりします。ふつう無色透ふつう無色透

明の関節液が、明の関節液が、変形性膝関節症変形性膝関節症

や関節リウマチでは黄色くなりや関節リウマチでは黄色くなり

ます。ます。また黄色く濁る場合は痛また黄色く濁る場合は痛

風、風、白く濁る場合は化膿性関節白く濁る場合は化膿性関節

炎が考えられます。炎が考えられます。膝に溜まっ膝に溜まっ

た水を抜くとクセになる、た水を抜くとクセになる、とよとよ

膝の痛みと炎症膝の痛みと炎症

くいわれますがクセになるのでくいわれますがクセになるので

はなく、はなく、膝の水を抜いてもまた膝の水を抜いてもまた

溜まってしまうほど強い炎症が溜まってしまうほど強い炎症が

続いているということです。続いているということです。炎炎

症が起こると、症が起こると、それにより炎症それにより炎症

を強める物質がたくさん出てきを強める物質がたくさん出てき

て、て、軟骨の磨り減るスピードが軟骨の磨り減るスピードが

よりいっそう速くなります。よりいっそう速くなります。同同

時に痛みも強くなります。時に痛みも強くなります。またまた

対応としては、対応としては、膝の関節を支え膝の関節を支え

る筋肉群じん帯の強化が大切でる筋肉群じん帯の強化が大切で

す。す。温湿布や入浴などで膝を温温湿布や入浴などで膝を温

め、め、血液の循環を良くすれば痛血液の循環を良くすれば痛

みの元となる発痛物質が取り除みの元となる発痛物質が取り除

かれやすくなり、かれやすくなり、持続炎症の軽持続炎症の軽

減に効果的です。減に効果的です。

一時間に何ミリ沈むかは血漿中一時間に何ミリ沈むかは血漿中

のたんぱく質の成分によります。のたんぱく質の成分によります。

おもな成分である免疫グロブリおもな成分である免疫グロブリ

ンとアルブミンの比率が左右しンとアルブミンの比率が左右し

ます。ます。つまり、つまり、炎症と関連のある炎症と関連のある

グロブリンが増えると血沈は早グロブリンが増えると血沈は早

くなり、くなり、アルブミンが増加するアルブミンが増加する

と遅くなります。と遅くなります。感染症、感染症、悪性腫悪性腫

瘍、瘍、心筋梗塞、心筋梗塞、膠原病などで血沈膠原病などで血沈

速度は早くなります。速度は早くなります。沈降速度沈降速度

の正常値は男性での正常値は男性で10mm/h10mm/h以下、以下、女女

性で性で15mm/h15mm/h以下以下  です。です。
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症症炎炎

薬としての副腎皮質ホルモン剤薬としての副腎皮質ホルモン剤

は、は、使用について考え方の違い使用について考え方の違い

が大きい薬です。が大きい薬です。もともと副腎もともと副腎

皮質から分泌される副腎皮質ホ皮質から分泌される副腎皮質ホ

ルモンはさまざまな働きをしてルモンはさまざまな働きをして

いて、いて、

・・糖や脂肪、糖や脂肪、筋肉の代謝作用筋肉の代謝作用

・・中枢作用中枢作用

・・抗炎症作用抗炎症作用

・・免疫抑制作用免疫抑制作用

などの作用があります。などの作用があります。なかでなかで

も抗炎症作用は強力で、も抗炎症作用は強力で、炎症を炎症を

促進する働きの白血球を抑えた促進する働きの白血球を抑えた

り、り、血管の透過性を抑えて炎症血管の透過性を抑えて炎症

を抑制します。を抑制します。さらに炎症が起さらに炎症が起

こるときに必要なサイトカインこるときに必要なサイトカイン

やプロスタグランジンの作用もやプロスタグランジンの作用も

ブロックしたり産生を抑制したブロックしたり産生を抑制した

りします。りします。ですからですから“功”“功”の部分の部分

を利用するために、を利用するために、それをからそれをから

だの外から投入すれば、だの外から投入すれば、強力な強力な

抗炎症剤として威力を発揮しま抗炎症剤として威力を発揮しま

す。す。アトピーによる皮膚の炎症アトピーによる皮膚の炎症

を始めとして、を始めとして、炎症性の疾患に炎症性の疾患に

対してとても使い勝手の良い薬対してとても使い勝手の良い薬

となるわけです。となるわけです。コントロールコントロール

が難しくて年間が難しくて年間55千人以上の死亡千人以上の死亡

者を出す喘息では、者を出す喘息では、吸入ステロ吸入ステロ

イドによって死につながる発作イドによって死につながる発作

から回復させたり予防においてから回復させたり予防において

大きな威力を発揮します。大きな威力を発揮します。またまた

活動性で難治性の膠原病の患者活動性で難治性の膠原病の患者

さんの症状を抑えてめざましいさんの症状を抑えてめざましい

結果も得ています。結果も得ています。副腎皮質ホ副腎皮質ホ

ルモンの適応症とされている疾ルモンの適応症とされている疾

患は患は120120以上もあります。以上もあります。一方、一方、

副腎皮質ホルモンの副腎皮質ホルモンの“罪”“罪”はなんはなん

といっても副作用の大きさです。といっても副作用の大きさです。

外から投入された副腎皮質ホル外から投入された副腎皮質ホル

モンはからだに必要な炎症や抗モンはからだに必要な炎症や抗

原抗体反応でもいっしょくたに原抗体反応でもいっしょくたに

抑えることになります。抑えることになります。長期に長期に

どうみる？副腎皮質ホルモンどうみる？副腎皮質ホルモン

使用すると皮膚や粘膜の機能そ使用すると皮膚や粘膜の機能そ

のものが損なわれたり、のものが損なわれたり、免疫の免疫の

システム全体がダウンすることシステム全体がダウンすること

になり、になり、副作用は数え切れない副作用は数え切れない

ほどです。ほどです。また最も警戒されるまた最も警戒される

のが、のが、依存状態が生じてステロ依存状態が生じてステロ

イド依存性のさまざまな症状をイド依存性のさまざまな症状を

もたらす上に、もたらす上に、それからの離脱それからの離脱

がとても難しいということです。がとても難しいということです。

“功”“功”に注目する多くの医師は、に注目する多くの医師は、充充

分なインフォームドコンセント分なインフォームドコンセント

のもとで適切に使用する限り問のもとで適切に使用する限り問

題はないとします。題はないとします。一方一方“罪”“罪”にに

注目する人は現実的には多くの注目する人は現実的には多くの

医師は濫用していて害の大きさ医師は濫用していて害の大きさ

を軽視しているとします。を軽視しているとします。薬と薬と

しての副腎皮質ホルモンは場合しての副腎皮質ホルモンは場合

によっては必要ですが、によっては必要ですが、やむをやむを

得ない場合のほかはできるだけ得ない場合のほかはできるだけ

使わないほうがよい薬だとはい使わないほうがよい薬だとはい

えるでしょう。えるでしょう。

歯周病は歯根のまわりに炎症が歯周病は歯根のまわりに炎症が

起こる疾患で、起こる疾患で、しかも全身に悪しかも全身に悪

影響を及ぼします。影響を及ぼします。歯周病はプ歯周病はプ

ラークや歯石が原因ですが、ラークや歯石が原因ですが、

もっといえば口の中のバイオもっといえば口の中のバイオ

フィルムによる感染症です。フィルムによる感染症です。ババ

イオフィルムとは、イオフィルムとは、物体の表面物体の表面

に付着した複数の細菌が共存すに付着した複数の細菌が共存す

る複合体の膜のことです。る複合体の膜のことです。台所台所

の三角コーナーや排水溝のヌルの三角コーナーや排水溝のヌル

ヌルと同じと考えればいいでヌルと同じと考えればいいで

しょう。しょう。液体の中で細菌が物体液体の中で細菌が物体

にくっつくと、にくっつくと、細菌はぬるぬる細菌はぬるぬる

した分泌物を出して集団を作りした分泌物を出して集団を作り

始めます。始めます。その集団では数種類その集団では数種類

の細菌が共生を始めて増殖するの細菌が共生を始めて増殖する

ようになり、ようになり、コロニーを作ってコロニーを作って

いきます。いきます。浮遊したり流れてい浮遊したり流れてい

くばらばらの細菌と違って、くばらばらの細菌と違って、そそ

のコロニー内では細菌の間で養のコロニー内では細菌の間で養

分をとりあったり老廃物を排出分をとりあったり老廃物を排出

したりしてバイオフィルムを作したりしてバイオフィルムを作

り、り、細菌を放出してさらにバイ細菌を放出してさらにバイ

オフィルムを作ることになりまオフィルムを作ることになりま

す。す。舌苔やぬるぬるになった入舌苔やぬるぬるになった入

れ歯もバイオフィルムです。れ歯もバイオフィルムです。口口

の中のプラークとは、の中のプラークとは、このバイこのバイ

オフィルムそのものであり、オフィルムそのものであり、約約

400400種類の細菌がいます。種類の細菌がいます。また歯また歯

の表面と、の表面と、歯周ポケットの中で歯周ポケットの中で

は構成細菌が違います。は構成細菌が違います。最初歯最初歯

の表面にできたバイオフィルムの表面にできたバイオフィルム

は細菌や、は細菌や、細菌が産生した酵素細菌が産生した酵素

などによって歯ぐきに炎症を起などによって歯ぐきに炎症を起

こします。こします。こうしてポケットがこうしてポケットが

できていきます。できていきます。ポケットの中ポケットの中

では白血球や抗体によってバイでは白血球や抗体によってバイ

オフィルムを処理しようとするオフィルムを処理しようとする

のですが、のですが、バリアーに阻まれてバリアーに阻まれて

返り討ちにあい、返り討ちにあい、白血球が出し白血球が出し

た自らの酵素によって歯肉は炎た自らの酵素によって歯肉は炎

症がひどくなり、症がひどくなり、歯周炎が進行歯周炎が進行

していくのです。していくのです。ほっておけばほっておけば

バイオフィルムは成熟し、バイオフィルムは成熟し、それそれ

につれて免疫細胞や抗体も頑張につれて免疫細胞や抗体も頑張

ります。ります。しかしますます炎症がしかしますます炎症が

ひどくなり、ひどくなり、その影響が全身へその影響が全身へ

と及んでいくようになるのです。と及んでいくようになるのです。

現在のところバイオフィルムを現在のところバイオフィルムを

取り除くのは、取り除くのは、ブラシなどによブラシなどによ

る物理的な方法しかありません。る物理的な方法しかありません。

またポケット内の清掃や歯垢除またポケット内の清掃や歯垢除

去などプロの手を借りることも去などプロの手を借りることも

不可欠といえます。不可欠といえます。

歯周病の影響は全身に歯周病の影響は全身に
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足の裏の炎症足の裏の炎症

スポーツ障害で多い足の裏の炎スポーツ障害で多い足の裏の炎

症に足底筋膜炎があります。症に足底筋膜炎があります。足足

底の筋膜の部分断裂がおこるた底の筋膜の部分断裂がおこるた

めに炎症がおこります。めに炎症がおこります。足の裏足の裏

の痛みはまずこれを疑うべきでの痛みはまずこれを疑うべきで

す。す。初期症状としては、初期症状としては、朝起きて朝起きて

足に体重をかけたときなどに踵足に体重をかけたときなどに踵

や土踏まずあたりに痛みを感じや土踏まずあたりに痛みを感じ

ます。ます。動きだすと痛みが軽減し動きだすと痛みが軽減し

ますが、ますが、走ったりすると痛みが走ったりすると痛みが

起こります。起こります。痛みは踵からつま痛みは踵からつま

先に向かって放散する感じがし先に向かって放散する感じがし

ます。ます。足底筋膜の起始部は踵の足底筋膜の起始部は踵の

裏で、裏で、土踏まずを経てそこから土踏まずを経てそこから

放射状に分離して各指先部分に放射状に分離して各指先部分に

停止部があるからです。停止部があるからです。この筋この筋

膜は線維性の強い膜で足底にあ膜は線維性の強い膜で足底にあ

る他の筋肉群にかかる強い衝撃る他の筋肉群にかかる強い衝撃

を吸収するための緩衝材の役割を吸収するための緩衝材の役割

をしています。をしています。この部分が炎症この部分が炎症

する原因は、する原因は、激しい運動、激しい運動、急激な急激な

回内運動、回内運動、長時間の立ち仕事、長時間の立ち仕事、踵踵

の硬い靴、の硬い靴、ヒールのある靴、ヒールのある靴、アキアキ

レス腱の柔軟性欠如、レス腱の柔軟性欠如、肥満など肥満など

さまざまですが、さまざまですが、筋力が衰えた筋力が衰えた

高齢者にもよくおこります。高齢者にもよくおこります。高高

齢者の場合は長時間の散歩や外齢者の場合は長時間の散歩や外

出が重なったりするだけでも足出が重なったりするだけでも足

底筋膜の炎症がおこります。底筋膜の炎症がおこります。いい

ずれも、ずれも、痛みがあるのに無理を痛みがあるのに無理を

すると慢性的な痛みになり、すると慢性的な痛みになり、歩歩

行が困難になり踵を着地するこ行が困難になり踵を着地するこ

とができないほどの痛みになりとができないほどの痛みになり

ます。ます。また、また、そのような状態をつそのような状態をつ

づけていると踵に骨棘もできるづけていると踵に骨棘もできる

ことがあり、ことがあり、そうなると除去しそうなると除去し

ないかぎり完全には痛みが取れないかぎり完全には痛みが取れ

ません。ません。予防は中敷で踵を保護予防は中敷で踵を保護

するクッションや全体を保護すするクッションや全体を保護す

る中敷もよいでしょう。る中敷もよいでしょう。もちろもちろ

ん下腿や足裏のマッサージやスん下腿や足裏のマッサージやス

トレッチは有効です。トレッチは有効です。

アスピリンアスピリン・・ジレンマって？ジレンマって？

商品名商品名「バファリン」「バファリン」は鎮痛解熱は鎮痛解熱

剤で、剤で、成分はアスピリンです。成分はアスピリンです。アア

スピリンは抗炎症作用が強いのスピリンは抗炎症作用が強いの

で鎮痛解熱に使われるのです。で鎮痛解熱に使われるのです。

しかも、しかも、アスピリンには血液のアスピリンには血液の

凝固を抑制する働きがあるため、凝固を抑制する働きがあるため、

脳梗塞や心筋梗塞の患者さんに、脳梗塞や心筋梗塞の患者さんに、

小児用バファリンを処方される小児用バファリンを処方される

ことがあります。ことがあります。アスピリンは、アスピリンは、

血小板凝集作用や血管収縮作用血小板凝集作用や血管収縮作用

を持つプロスタグランジンを持つプロスタグランジン((トロトロ

ンボキサンンボキサンA2)A2)の生成を抑制するの生成を抑制する

ことで、ことで、血液を固まりにくくし血液を固まりにくくし

ます。ます。ただし、ただし、ごく微量のアスピごく微量のアスピ

リンによるもので、リンによるもので、大量に服用大量に服用

するとかえって血小板凝集の抑するとかえって血小板凝集の抑

制作用が減ってしまいます。制作用が減ってしまいます。ここ

れをアスピリンれをアスピリン・・ジレンマといジレンマとい

います。います。アスピリンで鎮痛解熱アスピリンで鎮痛解熱

剤としての効果を得るには１日剤としての効果を得るには１日

にに1000mg1000mgは必要ですが、は必要ですが、この量この量

ではかえって血液を固まりにくではかえって血液を固まりにく

くするどころか、くするどころか、反対の結果を反対の結果を

生じてしまう恐れがあるわけで生じてしまう恐れがあるわけで

す。す。小児用バファリンにはアス小児用バファリンにはアス

ピリンがピリンが81mg81mg含まれていて、含まれていて、ここ

の量が血液を固まりにくくするの量が血液を固まりにくくする

のに適量といえるのです。のに適量といえるのです。当然、当然、

脳梗塞の予防効果も期待できる脳梗塞の予防効果も期待できる

わけで、わけで、19701970年代にはその予防効年代にはその予防効

果も発表されていますが、果も発表されていますが、アスアス

ピリンを予防薬として一般に服ピリンを予防薬として一般に服

用させるにはいたっていません。用させるにはいたっていません。

小児用バファリンを買って飲め小児用バファリンを買って飲め

ばいいということになるわけでばいいということになるわけで

すが、すが、市販されている小児用バ市販されている小児用バ

ファリンの成分はアスピリンでファリンの成分はアスピリンで

はなく、はなく、アセトアミノフェンでアセトアミノフェンで

す。す。アスピリンが入った小児用アスピリンが入った小児用

バファリンは医療用としてしかバファリンは医療用としてしか

使用されていません。使用されていません。残念なが残念なが

ら、ら、市販されている小児用バ市販されている小児用バ

ファリンには鎮痛解熱作用はファリンには鎮痛解熱作用は

あっても、あっても、血液を固まりにくく血液を固まりにくく

する効果はありません。する効果はありません。

免疫を担っている白血球は、免疫を担っている白血球は、約約

3737％がリンパ球、％がリンパ球、約５％が単球、約５％が単球、

残りが顆粒球です。残りが顆粒球です。顆粒球とは顆粒球とは

好中球、好中球、好酸球、好酸球、好塩基球から構好塩基球から構

成されています。成されています。単球と顆粒球単球と顆粒球

は自然免疫で、は自然免疫で、免疫の中でもい免疫の中でもい

ち早く異物を炎症作用によってち早く異物を炎症作用によって

破壊する働きをします。破壊する働きをします。それもそれも

細菌感染のように異物が入って細菌感染のように異物が入って

きたときだけでなく、きたときだけでなく、火傷など火傷など

の物理的に生体が傷められた場の物理的に生体が傷められた場

合の炎症反応にもかかわってい合の炎症反応にもかかわってい

ます。ます。さらに炎症部分に顆粒球さらに炎症部分に顆粒球

が集まり、が集まり、その顆粒球は異物をその顆粒球は異物を

貪食したり、貪食したり、活性酸素を産生、活性酸素を産生、顆顆

粒内酵素を放出するなどして免粒内酵素を放出するなどして免

疫力を発揮するわけです。疫力を発揮するわけです。炎症炎症

そのものは、そのものは、異物と闘うからだ異物と闘うからだ

の免疫反応のあかしですが、の免疫反応のあかしですが、時時

として炎症が過剰になったり慢として炎症が過剰になったり慢

性化することがあります。性化することがあります。するする

単球、単球、顆粒球、顆粒球、そのマイナス面とは？そのマイナス面とは？
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症症炎炎

盲腸の端にある虫垂は、盲腸の端にある虫垂は、かつてかつて

無用の痕跡器官だと考えられて無用の痕跡器官だと考えられて

いましたが、いましたが、最近では免疫と密最近では免疫と密

接に関係することがわかってき接に関係することがわかってき

ました。ました。虫垂は腸内の細菌バラ虫垂は腸内の細菌バラ

ンスをコントロールし、ンスをコントロールし、またそまたそ

の粘膜上皮組織で長期的な免疫の粘膜上皮組織で長期的な免疫

を持つ記憶Ｂリンパ球をつくるを持つ記憶Ｂリンパ球をつくる

働きがあり、働きがあり、免疫機能の維持に免疫機能の維持に

大切な働きをしています。大切な働きをしています。虫垂虫垂

は消化管の中で最もリンパ組織は消化管の中で最もリンパ組織

が発達した臓器であることと、が発達した臓器であることと、

虫垂炎の発症とが密接に関連し虫垂炎の発症とが密接に関連し

ていることが報告されています。ていることが報告されています。

虫垂炎は、虫垂炎は、腸管内の食物のかす腸管内の食物のかす

などが原因で虫垂がふさがり粘などが原因で虫垂がふさがり粘

膜の循環障害が起きて抵抗力が膜の循環障害が起きて抵抗力が

落ち、落ち、大腸菌やウェルシュ菌な大腸菌やウェルシュ菌な

どの腸内常在菌が感染して腫れどの腸内常在菌が感染して腫れ

たり化膿して起こる閉塞性腸炎たり化膿して起こる閉塞性腸炎

です。です。虫垂を通る動脈は、虫垂を通る動脈は、血管の血管の

枝分かれがほとんどないために枝分かれがほとんどないために

血行不良になりやすく、血行不良になりやすく、炎症を炎症を

起こしやすいのです。起こしやすいのです。急性虫垂急性虫垂

炎がリンパ組織の発達が最も著炎がリンパ組織の発達が最も著

しいしい1010～～2020歳に高い頻度で発症歳に高い頻度で発症

しやすいのは、しやすいのは、生理的なリンパ生理的なリンパ

組織の増殖に加えて炎症に伴う組織の増殖に加えて炎症に伴う

病的なリンパ濾胞病的なリンパ濾胞((細胞の集合細胞の集合

体体))の増殖が加わり、の増殖が加わり、虫垂内腔が虫垂内腔が

より閉塞しやすくなるためと考より閉塞しやすくなるためと考

えられています。えられています。虫垂は加齢と虫垂は加齢と

ともにリンパ組織が減少し、ともにリンパ組織が減少し、線線

維化することで虫垂内腔が小さ維化することで虫垂内腔が小さ

くなっていくので、くなっていくので、2020歳以降は罹歳以降は罹

患数が減っていきます。患数が減っていきます。また虫また虫

虫垂炎虫垂炎

垂がしばしば炎症を起こすため垂がしばしば炎症を起こすため

慢性虫垂炎だとされる例があり慢性虫垂炎だとされる例があり

ます。ます。しかし病理学的にはリンしかし病理学的にはリン

パ組織に富む虫垂の炎症が慢性パ組織に富む虫垂の炎症が慢性

化することはないので、化することはないので、これはこれは

急性虫垂炎が瘢痕性治癒した後急性虫垂炎が瘢痕性治癒した後

に、に、何度も急性虫垂炎を繰り返何度も急性虫垂炎を繰り返

し再発するし再発する((再発性急性虫垂炎再発性急性虫垂炎))

ということなのです。ということなのです。

主な情報源主な情報源

「からだと病気」「からだと病気」
ニュートンムック別冊　ニュートンプニュートンムック別冊　ニュートンプ
レス社　レス社　'07'07年　定価年　定価2,3002,300円円++税税

「ひざが痛くてつらいときに読む本」「ひざが痛くてつらいときに読む本」
黒田栄史黒田栄史  著　小学館　著　小学館　'06'06 年　定価年　定価
1,2001,200円円++税税

「心臓病「心臓病･･糖尿病糖尿病･･がんの原因はがんの原因は『慢性炎『慢性炎
症』症』だった！」だった！」
生田哲生田哲  著　日本実業出版社　著　日本実業出版社　'05'05年　年　
定価定価1,3001,300円円++税税

皮膚炎とは皮膚の上部層に発疹皮膚炎とは皮膚の上部層に発疹

を引き起こすさまざまな病気のを引き起こすさまざまな病気の

総称で、総称で、湿疹ともいいます。湿疹ともいいます。かゆかゆ

み、み、水疱、水疱、発赤、発赤、腫れ、腫れ、じくじくじくじく

する、する、かさついて鱗状になるなかさついて鱗状になるな

どの症状がみられ、どの症状がみられ、急性と慢性急性と慢性

に分けられます。に分けられます。急性皮膚炎に急性皮膚炎に

はかぶれである接触性皮膚炎やはかぶれである接触性皮膚炎や

老人の下腿に好発する貨幣状湿老人の下腿に好発する貨幣状湿

疹などがあります。疹などがあります。慢性皮膚炎慢性皮膚炎

には苔癬化しやすいアトピー性には苔癬化しやすいアトピー性

皮膚炎、皮膚炎、水虫に代表される真菌水虫に代表される真菌

性皮膚炎、性皮膚炎、皮脂腺の多い皮膚に皮脂腺の多い皮膚に

できる脂漏性皮膚炎などがありできる脂漏性皮膚炎などがあり

ます。ます。中でも脂漏性皮膚炎はな中でも脂漏性皮膚炎はな

んらかの原因で皮脂の分泌が異んらかの原因で皮脂の分泌が異

常に多くなって起こるもので、常に多くなって起こるもので、

皮脂腺の多い頭皮や顔、皮脂腺の多い頭皮や顔、腋下、腋下、胸、胸、

背中などによくできます。背中などによくできます。皮脂皮脂

腺が発達する思春期～腺が発達する思春期～2020代の男代の男

女に多いのですが、女に多いのですが、中年男性の中年男性の

頭髪の抜け毛の原因で多いのも頭髪の抜け毛の原因で多いのも

脂漏性皮膚炎です。脂漏性皮膚炎です。皮脂の脂肪皮脂の脂肪

酸が皮膚表面で酸化して炎症の酸が皮膚表面で酸化して炎症の

原因となり、原因となり、皮脂を好む癜風菌皮脂を好む癜風菌

((マラセチア菌マラセチア菌))という真菌が繁という真菌が繁

殖する場合が多いことが最近わ殖する場合が多いことが最近わ

かっています。かっています。多くの皮膚炎は多くの皮膚炎は

細菌やウイルスとは無関係で、細菌やウイルスとは無関係で、

市販の抗生剤入り化膿止め薬は市販の抗生剤入り化膿止め薬は

効果がないだけでなく、効果がないだけでなく、かえっかえっ

て悪化させることがあります。て悪化させることがあります。

治療家にとって、治療家にとって、皮膚科的な知皮膚科的な知

識は必要で、識は必要で、視診視診･･触診で色触診で色･･艶艶･･

弾力などの状態から病変を把握弾力などの状態から病変を把握

することは重要です。することは重要です。明らかな明らかな

炎症症状が発現していたり、炎症症状が発現していたり、広広

範囲の湿疹がある部位には直接範囲の湿疹がある部位には直接

治療は施せませんが、治療は施せませんが、その皮膚その皮膚

炎が表面的なものか内臓疾患か炎が表面的なものか内臓疾患か

ら由来するものなのかの基礎知ら由来するものなのかの基礎知

識は必要です。識は必要です。鍼灸治療では、鍼灸治療では、皮皮

膚科的な疾患があるかどうかに膚科的な疾患があるかどうかに

より鍼灸治療の適否も考えなけより鍼灸治療の適否も考えなけ

ればなりません。ればなりません。

皮膚炎から分かること皮膚炎から分かること

と激しい組織障害が起こり、と激しい組織障害が起こり、炎炎

症そのものがからだにとって害症そのものがからだにとって害

になっていきます。になっていきます。たとえば心たとえば心

筋梗塞などの虚血後の再灌流障筋梗塞などの虚血後の再灌流障

害であったり、害であったり、慢性関節リウマ慢性関節リウマ

チ、チ、炎症性腸疾患などです。炎症性腸疾患などです。ですです

から、から、白血球を構成しているリ白血球を構成しているリ

ンパ球、ンパ球、単球、単球、顆粒球のバランス顆粒球のバランス

は体内の様子をよく表しているは体内の様子をよく表している

といえます。といえます。からだのどこかにからだのどこかに

炎症があると顆粒球の割合が増炎症があると顆粒球の割合が増

え、え、またバランス的に顆粒球がまたバランス的に顆粒球が

多いと炎症を起こしやすい状態多いと炎症を起こしやすい状態

といえるのです。といえるのです。炎症性疾患の炎症性疾患の

場合には好中球が、場合には好中球が、アレルギーアレルギー

などの免疫疾患のときには好酸などの免疫疾患のときには好酸

球が上昇します。球が上昇します。単球はおもに単球はおもに

慢性の炎症性疾患で上昇します。慢性の炎症性疾患で上昇します。


